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Abstract:
  Under Services and Supports for Persons with 
Disabilities Act, it is desired that persons with dis-
abilities can live independent daily or social lives 
according to their respective abilities and aptitudes. 
However, people on the fields of caring don't under-
stand enough about specific assistive methods al-
though various researches and case examples are 
available to the public. The purpose of this study is 
to develop a handbook of daily life support for per-
sons with intellectual disabilities, and the handbook 
is targeted at their family and support persons.
  In this year, in order to develop brief specifica-
tions of the handbook, we conduct bibliographic 
survey and one case survey at Takarazuka city 
where family association of persons with intellec-
tual disabilities actively provides transfer support 
to care homes such as one night stay training. As 
these results, brief specifications consist of 10 
kinds of situations which are listed according to 
time series of one daily life, and each situation has 
some action steps.

１ はじめに

　平成22年度版障害者白書によると、全国の知的障
害児・者数は54.7万人、うち在宅者は41.9万人である。
一方、先進諸国における一般人口に対する割合が1.5
～2.5％であることと比較すると我が国の実際の知
的障害児・者数はもっと多く、在宅者も多いとする
報告１）がなされている。また、障害者自立支援法
施行に伴い、地域移行が進められているが、家族介
護でもなく施設入所でもない「（一定以上の介助を
伴う）自立生活」という形で暮らす知的障害者は
100人単位の人数であろうという報告２）もあり、自
立生活へ向けた支援が強く望まれている。
　知的障害者に対する支援方法については、様々な
研究成果や文献が公開されており、近年ではイン
ターネットでの情報収集・発信も活発になっている
が、必ずしも当事者、家族、支援者がそれらの情報
を活用しているとは言えず、支援現場で行われてい
る工夫事例についても他の現場に向けて十分情報発
信されているとは言えない。認知障害支援プロジェ
クツが実施したアンケート調査３）によると、日常
生活の様々な場面で、当事者の意識に上らない困難
さ（片付けや施錠、火の始末など）と、こだわりに
よる拒否や過剰な実施による困難さがあること、そ
れらの困難を解消するために全介助している場面が
多いことが指摘されている。そして、自立生活支援
のためにどの部分を頼り、どの部分を自分で解決す
るのかを把握、選択できるようなセルフガイドが必
要であるとしている。
　本研究では、知的障害者の自立生活を支援するこ
とを目的として、「朝起きてから寝るまで」の日常
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生活の流れに着目して、既存の研究成果・文献や支
援の現場での工夫事例などから、生活のどの部分で
どのような支援方法があるのかを抽出・整理したハ
ンドブックの制作を行う。なお、ハンドブックをよ
り広く活用してもらうためには読みやすさへの配慮
など種々の工夫も想定されるため、今回は家族やそ
の他の支援者が活用することを想定して制作を進め
る。本年度は、既存の生活支援方法の整理、および
ハンドブックの概略仕様設計を行ったので、以下に
報告する。

２　既存の生活支援方法の整理

2.1　既存研究の調査

　知的障害者の自立生活支援には大別して、当事者
へ向けたアプローチと、家族や支援者へ向けたアプ
ローチがある。前者は当事者が主体的に考えたり実
行したりするためのもので、支援者にはファシリ
テータとしての役割が求められる。代表的なものを
以下に紹介する。

・LL（lättläst）ブック４）…スウェーデンにおい
て1960年代から知的障害者の読書する権利を保
障するために制作された本。生活経験や生活年
齢に合った内容、例えば法律や、恋愛、病気な
どを、読みやすく配慮して書かれている。日本
においても、知的障害・自閉症児者のための読
書活動をすすめる会や全日本手をつなぐ育成会
などが翻訳、出版などの活動を行っている。

・社会生活力プログラム５）…数名の知的障害者
でグループを構成し、５部門（①生活の基礎を
つくる、②自分の生活をつくる、③自分らしく
生きる、④社会参加する、⑤自分の権利をいか
す）に５つずつのモジュールを用意し、グルー
プ討議を通じて自分の障害を正しく理解し、社
会参加する方法を知り、それを実践できるよう
になることを目指して行われる。

　一方、後者は知的障害者の特性に配慮して効果的
に支援するための方法をまとめたものである。代表
的なアプローチとして、

・TEACCH ６）…自閉症スペクトラム障害児・者
を対象とした、①物理的環境の整理統合、②予
測可能な活動の手順の提示、③視覚的スケ
ジュール、柔軟性を持つルーティン、④ワーク
／活動システム、⑤視覚的に構造化された活動、
からなる教育的介入方法、

・ABA（応用行動分析）７）…人がなぜそのように
行動するのか明らかにするため、行動と環境の

相互作用を、先行事象－行動－結果事象といっ
た三項随伴性で整理し、望ましい行動を強化し、
行動問題を減らすように対応する手法、

などがある。上記以外にもコミュニケーション支援
に特化したPECSや、社会生活をスムーズに行うた
めの訓練方法としてSSTなどがある。さらに、これ
らの理論をもとに、様々な視点から具体的な支援方
法を整理した事例集も報告、出版されている。代表
的なものを以下に紹介する。

・知的障害のある人々への配慮８）…ノルウェー
の非営利研究組織であるSINTEFが作成。知的
障害者が暮らしの中で補助器具を使うためのヒ
ントを朝、仕事／学校が終わってから、余暇、
公共の場に分けて紹介している。なお、本テキ
ストは認知障害支援プロジェクツ３）が邦訳し
ている。

・絵で見る構造化の事例集９）10）…TEACCHをベー
スにして、学校や作業所、自宅などにおいて空
間の構造化手法や、スケジュールやワークシス
テムの活用方法を紹介した事例集。

・住まいや暮らし方の事例集11）…排泄や入浴、
食事、大きな音、多動や飛び出し、遊びやいた
ずらといった在宅での困難に対して、家族でで
きる工夫を紹介した環境調整の事例集。

　これらのアプローチの中で知的障害者の生活場面
を分類する方法として、時間別（朝昼夜、など）、
場所別（トイレ、風呂、廊下、など）、状況別（日
常的な活動、非常時、社会参加、など）が挙げられ
る。当事者向けには状況別、支援者向けには時間別、
場所別の分類が多い。

2.2　現場での工夫事例調査

　既存研究の調査と並行して、ハンドブックの整理
項目の検討と事例収集のため、㈶兵庫県手をつなぐ
育成会から県内で地域移行支援を積極的に進めてい
る地区の一つとして㈳宝塚市手をつなぐ育成会での
取り組みを紹介いただき、聞き取り調査を実施した。
　宝塚市では育成会を中心に地域移行支援としてケ
アホーム運営（現在は（福）宝塚さざんか福祉会が運
営）と、そのための２段階の宿泊訓練を実施してい
る。ハンドブックの整理項目の参考資料として、特
に日常生活場面に関わるアセスメント項目につい
て、宿泊訓練では生活上の状態（食事、排便、衣服、
対話、遊び、入浴、就寝）について、ケアホームで
は日本グループホーム学会の支援マニュアルを参考
にアセスメントしている、との意見を得た。また、
ケアホームの施設見学では、
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・玄関の壁に「お出かけ前チェック表」、
・リビングの壁に「あいさつ表」、
・キッチンの収納棚に「収納する物の名札」、
・テレビを壊さないようにキャスター付きの箱に

収納、
といった工夫が見られた。

３　ハンドブックの概略仕様

　本研究では、家族や支援者が日常生活場面での支
援に活用できるハンドブックを制作することとす
る。既存研究では日常生活場面を時間別や場所別に
整理する方法があるが、当事者や家族から効果的に
生活ニーズを聞き出して整理することを重視し、知
的障害者ケアマネジメントのための生活支援アセス
メント12）の分類法をもとに、朝起きてから寝るま
での時間に沿って、10種類の生活場面とそれぞれの
場面で２～７項目の行動手順を抽出した。
　ただし、知的障害者の自立支援において、コミュ
ニケーション支援や金銭管理、健康管理、危機管理、
就労、余暇活動などの支援も重要であるが、本研究
では日常生活場面に特化して整理することとした。
　次に、それぞれの行動手順で行われる支援事例を
参考文献３）, ８）-21）から抽出し、「（その場面で使
用できる）機器の工夫」、「環境調整」、「その他（人
の手による工夫）」に分類した。抽出した事例数を
表１に示す。さらに、表１の横軸に「（その場面で
使用できる）福祉機器」を追加項目として、照明機
能付き目覚まし時計、タイムタイマー、パーティショ
ンユニット、食事用自助具など10製品を整理した。
なお、知的障害者向けの機器の一つであるVOCAは
コミュニケーション支援機器なので除外した。以上
をハンドブックの概略仕様とする。

４　考察および今後の課題

　ハンドブックの概略仕様にしたがって参考文献の
支援事例を整理した結果、支援事例が一つも無い行
動手順項目が複数あることが分かった。これは、現
状では支援方法が無い（家族や支援者が全介助した
り肩代わりしたりする）項目か、逆に、支援の必要
ない、もしくは簡単な見守りや声掛けで対応できる
項目であると考えられる。特に後者については、例
えばお出かけ前のチェック表のように文献調査には
無かった工夫事例もハンドブックに反映できるもの
と考える。
　次年度は上記の課題に対し、当事者の家族や支援
者等に協力いただいて工夫事例を収集すると共に、

利用する立場からの意見を反映したハンドブックの
制作と配布方法の検討を進める。
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